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平和と人権の国日本で，日本政府が難民を餓死させようとしています． 

 

日本では，従来から難民認定申請者＊**に対する生活費（保護費）の支給額は，信じられない

ほど低いものでした．内訳は，1日の生活費 1500 円，住居費月額 4万円および医療費の実費

です．生活に必要なお金は，日本人と難民で異なるわけではありません．この金額では，最

低以下の生活しかできないことは明らかです． 

 

しかるに，2009 年 5 月，日本政府は予算額の不足を理由に，難民認定申請者の約半数に対し

て，この最低以下の生活しか保証していない保護費すら，一方的に打ち切ると発表しました． 

 

日本では，法務省による難民認定申請の期間は平均１年 8 ヶ月以上の長期におよび，その間

難民認定申請者の大多数は許可を受けて就労することも，国民健康保険などに加入すること

もできません．保護費を打ち切られた難民認定申請者は，住居を失って一家離散し，日々の

食事を得ることさえ困難になっています．人間として生活する基盤を剥奪され，餓死の危機

に直面している難民認定申請者には，日本政府の軽挙の結果として，今後様々な心身の疾患

が発生するものと思われます． 

 

私たちは，国籍を問わず，人間には健康な生活を送るための権利が保障されるべきであると

考えます．日本政府が，国際連合憲章の「人権の普遍的な尊重」を遵守し，難民認定申請者

への保護費打ち切りをただちに取りやめ，難民認定申請者への保護体制を，日本人への支援

に準じて施行するよう強く要求します． 

 

        
*多文化間精神医学会: 海外駐在員やその家族の適応問題、帰国子女の再適応、日本国内における外国人労働者の

適応問題、外国人花嫁問題、国家間・民族間の紛争、それに伴う難民問題、宗教・民族問題などを多方面から専

門的に探求するために1993年7月に創立された。 

**日本精神神経学会： 日本最大の精神科医による学会で、1902 年に創立された。現在会員数は、13,000 を超え

ている。 

*** 難民認定申請者：自国で迫害を受け，日本での難民としての保護を法務省に申請中の人を指す．難民として

受け入れられるまでは，住居も保証されず，大多数の人は就労も許されない． 


